
阪南大学と取り組む文化財を活かした地域づくり  2014　

発表 !!大学生が考えた
観光まちづくりプラン03

日程：平成 26 年 12 月 15 日（月）

場所：泉南市埋蔵文化財センター

参加人数：阪南大学 12 名、住民 29 名

学生から提案されたプラン

【今日の目標】

学生のアイデアをもとに、会場全体で「実施したいプラ

ン」を作成。プラン実施のための「担い手グループ（プラッ

トフォーム）づくり」までを目指しました。

■スケジュール

15：00	 挨拶、事業趣旨、本日の説明（事務局）
15：10	 阪南大学の取り組みについて（和泉先生）
15：30	 B 班の発表
15：45	 A 班の発表
16：00	 ワークショップ「実施したい ! プラン作り」

16：45	「各班で実施したい！プラン」発表会

17：00	 和泉先生の講評

A 班 B 班

タイトル
未だ見ぬ泉南の魅力

～小さなタコ壺からの大きな可能性～
港と市場のある風景～ 「せんなん」 にぎわい再発見～

活用する
地域資源

・ 戎畑遺跡出土タコ壷
・ 岡田浦漁港

・ 岡田浦漁港
・ 樽井地区
・ 信達地区

着目点 泉南市の歴史資源を日常生活という文脈で捉える 泉南市の地域資源をセットで捉える

将来の展望 潮の香と人のあたたかさに溢れる町になる
泉南市外からのイベント参加者の姿を見て、 市民も意外と知
らない泉南市の魅力を再発見し、 自分のまちを誇りに思う

案１
子ども向けの
「タコ壷づくり体験
講座」

内容：パパとママはゆっくり買い物。
　　     つくったタコ壷は展示
場所：イオンモール泉南
時間：2 時間程度

岡田浦漁港を地
域住民の交流の
場に

「漁師の出前授業」
・ 給食で使用された魚についての説明
・ 仕事内容の紹介などをおこなう

案２

戎 畑 遺 跡 出 土
物とお子様の作
品の 「タコ壺展
示会」

内容：実行委員会（地域、行政、
研究室）で戎畑遺跡出土のタコ
壷を展示
場所：埋蔵文化財センター ・ あ
べのハルカス

　信達市場の
「歳の市」 を再現

①岡田浦漁港の海産物、 農産物の販売
②信達地区まで、 街道を海産物を当時 
   の装束で行列運搬
③建造物公開
   ＊藤祭合せて実施

案 3
「タコ壺漁体験、
実食」

内容：手作りタコ壷を使用してタ
コ壷漁体験。 獲物は漁師飯にし
て頂く
場所：岡田浦漁港
時間：2 時間程度

樽井地区が
「 廻 船 商 い の ま
ち」 だったことを周
知

①まちあるきツアーの実施
②地域の方々とポスターやマップを作成

情報発信の
アイデア

ショッピングモール
・ フードコートトレー敷紙を媒体に
・ 先着 100 名様に炊き出し
・ 日曜朝市　in イオンモール

人が集まるところ
（関空など）

イベントの宣伝

駅
・ 中吊り広告、 広告誌を媒体に
・ 駅なかマルシェ
・海鮮味噌汁配布（帰宅時間帯）

市民が利用すると
ころ（ショッピング
モールや駅）

ポスターや館内放送で宣伝

提案された 2 ×３のプラン
いずれも切り口は、海や、歴史的な街並み。岡田浦

漁港や遺跡から見つかったタコ壺のほか、昭和初期

まで年中行事として行われていた、紀州街道沿いの

「歳の市」や、近年数万人の来場者で人気の「藤まつ

り」などをからめたもの。これらのプランを実施す

ることで「人のあたたかさ」や「自分のまちへの誇り」

の醸成を目指したものです。



A 班 B 班

デザインタイトル（名称） タコ壺プロジェクト フジ大名行列

大切にした点（切り口）
日本一のタコ壺づくりの村（戎畑遺跡）があった
泉南市でタコ壺をつくろう !!

地域間のコミュニティー

活用する地域資源
戎畑遺跡（樽井小学校裏）
岡田浦漁港
埋蔵文化財センター

熊野街道
藤まつり

プランの概要

埋蔵文化財センターでタコ壺づくり
手作りタコ壺でタコ壺漁
とれたタコを食べる
その後タコ壺はイルミネーションに使う

時期：4 月下旬
場所：熊野街道沿い
内容：①希望者が、 市長 ・ 泉南熊次郎などと
　　　　　　大名行列の装束でねりあるく
　　　　　②農産物や海産物の販売

誰のため？（ターゲット） 市民、 市外の人、 子どもたち 市民対象

誰がする？（実施主体）
和泉ゼミ、 このアイデアを一緒に考えてくれた皆さ
ん、 学校、 行政、 ショッピングモール、 漁業組合

希望者（公募する）、 和泉ゼミ生、 泉南市職員

効果（成功の目安） ステキなまち、 あたらしいまち まちの活気（魅力再発見、知名度アップ、経済効果）

　

大学生が提示したプランから、「実施してみたいプラン」にするためのワークショップ。

　「前のめり」な参加者と一緒に、話し合いました。

できたアイデアが下の表です !!

次はいよいよプランの実践（2015 年 2 月予定）一緒に取り組んでみたい方　大歓迎です！
問合せ・ご意見は、泉南市埋蔵文化財センターまで

TEL:072-483-6789　メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp


